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宮城　りょうこ　宇都宮大学国際学部 2 年
柳真　梨奈　　栃木県立宇都宮清陵高等学校 3 年
　　　　　　　（宇都宮清陵高等学校国際理解部員、
　　　　　　　以下３名同じ）
佐藤　　有　　栃木県立宇都宮清陵高等学校 2 年
小森　咲希　　栃木県立宇都宮清陵高等学校 2 年
早房　由季恵　栃木県立宇都宮清陵高等学校 2 年
11月 4日、HANDSプロジェクト主催による第 2
回外国人児童生徒支援会議が開催されました。こ
の会議は栃木県内40の小中学校に設置されている
「外国人児童生徒教育拠点校」で外国人児童生徒
教育を担当している教員で組織されています。第 1
回は夏休み中の 8月19日に開催されましたが、今
回は学校行事の忙しい時期にも関わらず、前回を
上回る27名の参加がありました。
HANDSプロジェクト外国人児童生徒支援会議
では、今年度の目標として学校現場等で活用して
いただける外国人児童生徒教育に関するQ&A集
の発行を掲げています。それを受け、今年度の活
動はQ&Aの内容を参加者全員で協議する目的と
同時に、普段は人に相談したり意見を聞いたり出来
ない課題や疑問について、一人一人が研修を深めて
もらおうという目的も持っています。
今回は、事前に参加者から寄せられた 60を超
える疑問・質問を、HANDSプロジェクトスタッフ
が分析して46 にまとめて回答を提示すると共に、
そのいくつかについて協議し意識を深めました。
外国人児童生徒に対する試験や評価に関するこ
とや、言語習得のどの段階まで支援を継続するべ
きかなど、答えを出すことの難しい課題についても
熱心に意見が交わされました。また、学級担任との
連携についてや、文部科学省が推奨するJSLカリ
キュラムの取り入れ方などについては、参加者の中
から実際の取り組みや成果を発表してもらいました。
もう一つの話題が「だいじょうぶnet.」の公開です。
これは、外国人児童生徒の支援に当たる教員やその
他の指導員たちをつないで、情報の提供をしたり研修
し合うためのホームページで、外国人児童生徒支援
会議での協議内容もその大きな役割を担います。
一番の特徴は、利用者が送信する一つ一つの質
問について、親身になった回答が提供される点です。
「だいじょうぶ net.」のように、外国人児童生徒教
育について、質問者の状況に応じた回答を得ること
が出来るサイトは全国的にも例がありません。特に
日本語指導のノウハウのない学校等において、支
援の向上につながることが期待されます。また、ス
タッフによってその内容に広く共有する必要性が認
められた場合には、個人情報等を十分に考慮の上
文章を書き換えた後に、Q&Aコーナーに追加され
て誰でも閲覧が可能となります。
第 1回に続き今回も感じたことは、拠点校で取り
組んでいる教員だれもが、外国人児童生徒の身に
なって悩み、試行錯誤を繰り返していると言うこと
です。それら悩みを共有しながら力を合わせる場が
あることで、解決の難しい問題も何らかの打開策
が見えてくるはずと確信しています。
進め、日本語教室！
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